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巨⼤データが創るデジタルの新潮流︓
LLM(ChatGPT）/

ARW(ロボットによる発⾒⽀援）/ 
デジタルツィン

喜連川優
情報システム研究機構 機構⻑

東京⼤学 特別教授
学術会議課題別委員会オープンサイエンスを推進する
データ基盤とその利活⽤に関する検討委員会委員⻑

変化

• 3月まで ２２F • ４月から

ROISのオフィスは２F

目の前はドトール

The 
Imperial 
Palace

Tokyo
Station

NII

情報システム研究機構とは？

Key points of the Joint Statement
1. G7 Science and Technology Ministers affirmed their commitment to the shared values of 

democracy, rule of law, and respect for freedom and human rights, as well as the importance of 
diversity, including gender equality.

2. In order to contribute to the creation of new knowledge, G7 Ministers need to cooperate 
in the expansion of open science with equitable dissemination of scientific knowledge 
and publicly funded research outputs including research data and scholarly publications 
following FAIR principle.

3. Further efforts are needed to raise awareness of the risks of unauthorized transfer of knowledge 
and technology and foreign interference in research and innovation, and to effectively apply 
mitigation measures as necessary.

4. G7 Ministers promote international cooperation in outer space, the seas and the Ocean, 
research infrastructure, international mobility and circulation of human resources to solve global 
challenges.

2023 G7 Science and Technology
Ministers' Meeting

5https://www8.cao.go.jp/cstp/english/others/2023/g7_2023_en.html
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9
https://en.wikipedia.org/wiki/FAIR_data

This be an interesting research area. 

審議依頼の具体
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We are in the age of   Data Driven Science
Fourth Paradigm    2009/10/1

Shift from Computation to Data
Research area with no formula 
/equations

15

Tony Hey

Jim Gray

• 気候変動予測

DS2022

巨⼤データの時代

• 約２０ぺタバイト弱
• ⾃⼰のマシンにダウンロード不能
• スパコンで計算するだけではなく(第３）、スパコンで創出

されたデータを⾮スパコンで解析する後⼯程（第４）が⼤切
になる。

• データプラットフォーム必須の時代へ
（eg. Event attribution) 3000⼈

AI  Carbon Footprint
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くずし字 データセット
http://codh.rois.ac.jp/char‐shape/

2019/11/22
Digital Humanities in Asian and East Asian 

Studies
19

Kuzushiji dataset: NIJL and 
CODH released the dataset 
with about 4,328 character
types and 1,086,326 
character images. 
Purpose: Develop machine 
learning (AI) models for 
kuzushiji OCR, and use 
images for human education.

Data Fuels AI

20

審議依頼の具体
(2) ⼤学・国⽴研究開発法⼈等において必要とな
る研究データ管理・利活⽤のための課題の整理と
具体的⽅策（管理・活⽤体制の整備⽅策、⼈材確
保・育成⽅策など）

• 【提案１】研究者が「容易に利⽤可能な」研究
データプラットフォームの構築

• 【提案２】データプロフェッショナルの育成と
多⾯的な研究評価の実現

• 【提案３】モニタリング機構に基づくデータ駆
動型研究の不断の改善

研究者の責務
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研究データ管理やデータガバナンスが
⼤きなストレスに︕

研究者

10年保存
DMP作成

研究倫理
対応

データ公開

メタデータ
付与

セキュリ
ティ対応

研究公正
対応

学術機関における研究データ管理やデータガバナンスには
「余計な作業」を「必要な作業」に転換するDXが不可⽋

この多くの義務を
デジタルで

出来る限り軽減することが必須

単なるデータの置き場ではな
く、研究者に寄り添うデジタ

ル環境の構築が必須

学術研究データプラットフォーム
(NII)

データガバナンス機能
計画に基づきデータ管理等を機械的に
⽀援し、DMPをプロジェクト管理に不
可⽋な仕組みへと変⾰

データプロビナンス機能
データの来歴情報の管理から利⽤状況
を把握でき、データ公開へのインセン
ティブモデルを提供

コード付帯機能
データ・プログラム・解析環境のパッ
ケージ化と流通機能を提供し、研究成
果の再現性を⾶躍的に向上

秘匿解析機能
秘密計算技術で機微な情報も安⼼して
解析できる環境の提供で、新しいデー
タ駆動型研究の世界を開拓

キュレーション機能
専⾨的なデータキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、データ
再利⽤の促進に寄与

セキュア蓄積環境
専⽤HWと⾼度な暗号化技術による超鉄
壁ストレージを提供し、データの共有
と保護の両⽴を実現

⼈材育成基盤
研究データ管理に必要なスキルを学ぶ
環境を提供し、全ての研究者を新しい
科学の実践者へと育成

既存の３基盤を有機的に繋ぐ先端機能を実現しオープン
サイエンスの実践に不可⽋な⼈材育成の仕組みを提供

2017‐2021

2022‐2027
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総合 理⼯ ⼈⽂社会 医学
28

GakuNin RDMの利⽤機関どんどん増加
国⽴情報学研究所, 名古屋⼤学, 京都⼤学, ⾦沢⼤学, 東京⼤学, 北海道⼤学, 九州⼤学, 富⼭⼤学, 広島⼤学, 
北⾒⼯業⼤学, 千葉⼤学, ⼤阪⼤学, 東北⼤学, 群⾺⼤学, ⼩樽商科⼤学, 神⼾⼤学, 帯広畜産⼤学, CCC-TIES, 
慶應義塾⼤学, 信州⼤学, 成城⼤学, 北陸先端科学技術⼤学院⼤学, 静岡理⼯科⼤学, 熊本⼤学, 理化学研究所, 
三重⼤学, 浜松医科⼤学, 滋賀医科⼤学, お茶の⽔⼥⼦⼤学, 福岡⼯業⼤学, 筑波⼤学, 東京⼯業⼤学, ⼭⼝⼤学, 
沖縄科学技術⼤学院⼤学, ⼤阪電気通信⼤学, 電気通信⼤学, 愛媛⼤学, 国⽴保健医療科学院, 東京医科⻭科⼤学, 
⼤阪公⽴⼤学, 創価⼤学, 宮城県⽴がんセンター, 琉球⼤学, 徳島⼤学, ⽴命館⼤学, 島根⼤学, 国際医療福祉⼤学, 
熊本県⽴⼤学, 東邦⼤学, 核融合科学研究所, 沖縄⼤学, 滋賀⼤学, 佐賀⼤学, 岩⼿⼤学, ⼤阪医科薬科⼤学, 
東京学芸⼤学, 福島⼤学, ⽴命館アジア太平洋⼤学, 昭和⼤学, 奈良先端科学技術⼤学院⼤学, ⼤阪教育⼤学, 
同志社⼤学, 奈良⼯業⾼等専⾨学校

(2023年2⽉現在)

『GakuNin RDM 利⽤機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

70機関

EOSC
ヨーロピアン・オープンサイエンス・

クラウド

€１B

気合が⼊っている！

令和3年4⽉27⽇ 統合イノベーション戦略推進会議

2021年4⽉
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf
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DiCE Consortium
(2) ⼤学・国⽴研究開発法⼈等において必要とな
る研究データ管理・利活⽤のための課題の整理と
具体的⽅策（管理・活⽤体制の整備⽅策、⼈材確
保・育成⽅策など）

• 【提案１】研究者が容易に利⽤可能な研究デー
タプラットフォームの構築

• 【提案２】データプロフェッショナルの育成と
多⾯的な研究評価の実現

• 【提案３】モニタリング機構に基づくデータ駆
動型研究の不断の改善

33

OPENSCIENCE OBSERVATORY
機関ごとに収集した情報を国家・領域ごとに集計。

→研究の活発度やオープンサイエンスへの貢献を可視化

https://osobservatory.openaire.eu/home 34

OpenAir2 天笠（筑波⼤）
⽂献や研究データの外部から繋がる関係に重みづけを付加し可視化

Nodes

Edges
⼀般的な引⽤関係の
クラスタの中では、

研究データが
外部から引⽤される傾向

⼤量の研究データからの
「relationship」が記述されて

いる⽂献 ※後述
“Description of Malenchus

gilanensis n. sp. from Iran”

(2) ⼤学・国⽴研究開発法⼈等において必要とな
る研究データ管理・利活⽤のための課題の整理と
具体的⽅策（管理・活⽤体制の整備⽅策、⼈材確

保・育成⽅策など）

• 【提案１】研究者が容易に利⽤可能な研
究データプラットフォームの構築

• 【提案２】データプロフェッショナルの
育成と多⾯的な研究評価の実現

• 【提案３】モニタリング機構に基づく
データ駆動型研究の不断の改善

データの置き場所に加えて、
データの助っ⼈が必須

Eg. 電⼦カルテ

31 32

33 34

35 36



7

Team Science /
Data Professionals

• データプロフェッショナルへの
新しい評価機構の導入を

• チームサイエンス

National Academy

Covid禍でAIツール役⽴たず︖

国⽴情報学研究所
医療画像ジャパンワイドビッグデータクラ
ウド基盤 初代AMED理事⻑４億枚のパワー
医療画像ビッグデータを解析するための⾼性能クラ
ウド基盤を開発するとともに、本クラウド基盤を⽤
いてAIによる医療画像ビッグデータ解析技術の研究
開発を⾏い、その利⽤可能性について検証する。

42

医療画像ビッグデータ
クラウド基盤

VPN

⼤学・病院
医学系学会

VPN
医療画像
データ

(匿名化)

AI画像解析
deep learning

画像解析
研究者

(情報／医療)
医療画像
データ

(匿名化)
医療画像
データ

(匿名化)

⾼性能
GPUサーバ

⾼性能
ストレージ

AI画像解析
deep learning

AIによる医療画像ビッグデータ
解析研究のための基盤

学会
サーバ VPN

VPN

37 38
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肺野⾃動セグメンテーション
• 深層学習を⽤いた3D CT像からのセグメンテー
ション⼿法開発

• 肺野の正常領域と炎症領域を識別
• COVID‐19症例の肺野状態の3D解析に応⽤可能

CT像セグメンテーション
結果

結果CT像結果CT像

名古屋⼤学

43

放射線学会太⿎判のAI
なのに、⽇本は⺠転換が

困難︕
（アリババが１号）

審議依頼の具体
(3) 各分野の多様性を踏まえ、今後のデータ駆動型科学の
振興のために考慮すべき事項（研究者間の連携、情報技術
や計算資源の活⽤事例など）、データ共有への具体的取組
⽅策（データ共有へのインセンティブ付与のための⽅策、
分野間連携のためのコミュニケーションの在り⽅など）

• 【提案４】研究⾃動化(ARW)に向けた情報技術、
計算資源の集約

• 【提案５】分野を越えた連携を実現するFAIR 原
則の追求

• 【提案６】法制度⾯でのデータガバナンスの構築

通常の研究室実験データに加え

多様な⼤量データ⽣成源を
有機的に連成

⾼知

SINET国内回線 2022

: SINET DC

: 100G
: 400G

: 拡張DC

拡張DC 20拠点

43 44
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Automated Research Workflow
2022.5

• National Academies

Data:
Positive  &  Negative

54
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https://doi.org/10.1016/S0140-6736(20)31180-6
https://theconversation.com/lancet-gate-in-the-covid-19-pandemic-era-is-it-alright-for-science-to-be-wrong-140715
https://mainichi.jp/articles/20200707/k00/00m/030/168000c
https://ilbolive.unipd.it/it/news/covid19-idrossiclorochina-dopo-ritiro-studio
https://www.lesechos.fr/weekend/business-story/le-lancet-gate-les-dures-lecons-dun-derapage-1216450
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ChatGPT/GPT4 左翼、LLaMA右翼

Parametric vs Non‐prametric

自動運転解禁 サンフランシスコ
8.10/2023

55 56
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63

2020年3⽉始め ⼤規模サイバーシンポジウム約600名

63

武漢/北京/上海の研究者との連絡（春節以降オンライン講義）
シンポジウムオンライン化 学会会⻑決断(学会発表の経験必須!)

DEIM サイバーシンポジウム開催(多くの⾒学）

2⽉始め
2⽉半ば
3⽉2〜4⽇

約600⼈参加 この規模はたまたま⽇本で初めて
中国でも未着⼿（CCF会⻑とWechat）

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20200303/k
10012310661000.html

NHK NEWS WEB
https://www.asahi.com/articles/ASN326
WBNN32ULBJ01G.html

朝⽇新聞デジタル

1⽉初旬 北京出張

たった2週間で
本当にやるんですか︖

（特段論⽂にもならないのに）

64

合田、吉田、横山先生方
＋ NIIチーム（柏崎）

オンライン化で遅刻が減少

65
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縦軸︓学⽣数の割合
横軸︓週（初回と最終回は除外）

2019年

2020年

1時限⽬ ※60名規模

繰り返し視聴

⼤阪⼤学初年次必修の⼀般情報教育科⽬の第6回講義の動画教材の視聴状況 視聴⼈数︓2263⼈

⼤阪⼤学でも⾼速視聴が多い２倍速も！

61 62

63 64

65 66


